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	背景
	この遺伝子は、Sp/XKLF転写因子のSpサブファミリーのメンバーをコードします。Spファミリータンパク質は、アミノ末端トランス活性化ドメインと3つのカルボキシ末端ジンクフィンガーモチーフを特徴とする配列特異的DNA結合タンパク質です。このタンパク質は、Spサブファミリータンパク質の中で最も保存性の低いDNA結合ドメインを有し、そのDNA配列特異性は他のSpタンパク質とは異なります。主に核マトリックスに関連する核下フォーカス内に局在し、異なるプロモーターからの発現を活性化したり、場合によっては抑制したりすることができます。[RefSeq提供、2008年7月],機能：GCボックスプロモーターエレメントに結合し、機能認識部位を含む遺伝子からのmRNA合成を選択的に活性化します。,類似性：Sp1 C2H2型ジンクフィンガータンパク質ファミリーに属します。,類似性：3つのC2H2型ジンクフィンガーを含みます。,
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	エピジェネティクスと核シグナル伝達；転写；ドメインファミリー；ジンクフィンガー；転写因子；クロマチン結合タンパク質；DNA/RNA結合
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	SP2抗体を用いたJurkat細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	SP2 抗体を使用した 293 細胞の溶解物のウエスタン ブロット分析。

